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選定理由 

 

 

県内分布 

 

 

分 布 域  

 

 

生息環境 

 

 

現　　状 

マルガタゲンゴロウ 
 

 

 

(大分県) 

 

 

北海道，本州，四国，九州(福岡・熊本・大分) 

朝鮮半島，中国 

 

平地や丘陵地の休耕田・池沼などの水域。 

 

 

県内分布は文献記録のみで，現状不明。 

コウチュウ目 
COLEOPTERA 
ゲンゴロウ科 
Dytiscidae

 

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

情報不足 
掲載なし 

Graphoderus adamsii (Clark) 
 

選定理由 
 
 
県内分布 
 
 
分 布 域  
 
 
 
生息環境 
 
 
現　　状 
 
 
備 考  

スジゲンゴロウ 
 
 
 
(大分市) 
 
 
本州，四国，九州(福岡・大分・鹿児島)，対馬，大隅諸島，トカラ列島 
朝鮮半島，中国，台湾，フィリピン，ボルネオ，ビルマ，ブータン，ネパール，
インド，スリランカ 
 
ヒルムシロ，オモダカなどの水生植物の生えた池沼や休耕田，湿地。 
 
 
1960年ごろ大分市で採集されて以来，組織的調査にもかかわらず，
再発見に至っていない。 
 
現在九州全域でも確認されておらず，全国でも静岡県伊東市(1988)
の記録があるのみ。 

コウチュウ目 
COLEOPTERA 
ゲンゴロウ科 
Dytiscidae

 

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

情報不足 
I

Hydaticus satoi Wewalka

選定理由 

 

 

県内分布 

 

 

分 布 域  

 

 

生息環境 

 

 

現　　状 

ツヤヒラタガムシ 
川の上流域やダムで局地的に確認される。流域の森林伐採や河川工事

などによる生息環境の変化が懸念される。 

 

佐伯市 

 

 

本州，四国，九州(熊本・大分・宮崎・鹿児島) 

 

 

川の上流部の清流。 

 

 

県内では佐伯市で生息が確認されている。 

コウチュウ目 
COLEOPTERA 
ガムシ科 
Hydrophilidae

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

準 
掲載なし 

Agraphydrus narusei (M.Sato)




